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改訂版 チャート式シリーズ

EARTHRISE
アースライズ総合英語
―Practical English Grammar and Expressions

元 帝塚山学院大学教授　三村 浩一 監修　　　　

˞ ���� ��݄վగ൛ൃߦ༧ఆ

A5 判／��8 頁（༧ఆ）／別ղ（80 頁）／҉এྫ文 （ू80 頁）／別冊 4技能連携ハンドブック（80 頁）
ݚςストマスター උ／σδタル෭ࡐڭ（ΤスϏϡーΞʀ別ചʪ༧ఆʫ）　˰ Q���
˗QRコードから以下の活動が可能！
文法解説動画の視聴／基本例文の音声再生／〈数研発音マスター〉を用いたスピーキング練習
˗チャート×ラボからGoogle フォーム／Microsoft Forms テストデータ（レディメイドタイプ）と
基本例文の音声データをダウンロードしていただけます。

本書の特色

1．文法を４技能に活かすことを大切に考えた参考書です
˗本編は，使用レベルを意識した〈2-Stage〉構成。
学年や目的に応じて必要な Stage を効率的に学べます。

˗別冊付録「4技能連携ハンドブック」でɼ文法͚ͩでなくɼSpeaking／Listening／Reading／
Writingのૅجを֬ೝ。ٕ̐能を༻͍た͞ま͟まな׆ಈの下͑ࢧとなります。

˰ৄ͠くは Q���

2．チャート式シリーズのよさを存分に活かし，生徒さんの自学を応援する参考書
です
˗視覚的な理解をଅす図解やイラストɼイメージ図などを๛に͝༻ҙ。
˗ルールܗのཧղ͚ͩにとどまΒな͍ɼ生徒さんの疑問に答えるコラムຬࡌ。
˗QRコード͔Βɼܰؾに例文音声解説動画にΞΫηス。数研発音マスターで
スピーキング練習可能。

3．教科書 Revised EARTHRISE English Logic and Expression I Advanced／
Standard と連携しています ˰ QQ��8ʙ��

Պ書のڭ˗ Key Expressions／Expressions Plus と扱う文法配列・例文が同じなのでɼ
　ฒͯ͠ߦの学शが͠すくなっ͍ͯます。
˗ Key Expressionsで学Μͩ文法߲ࣄを表現に͔׆すたΊのίラϜ Tips for Expressionがɼ
文法と表現の橋渡しを͠ます。
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●教科書と併せて文法を体系的に学ぶためのレッスンブックもご用意しています！
改訂版 EARTHRISE English Logic and ExpressionⅠレッスンブック
。রϖーδきですࢀ書にରԠͯ͠おりɼͦΕͧΕのߟࢀՊ書とڭ˗
˗文法のૅجがମܥత・ཏతににつきます。
。దです࠷するのにڧՊ書での文法学शをิڭຊྫ文をؚΜでおりɼجՊ書のڭ˗
˗ఏग़͠す͍別ϫーΫでɼ文法ྗのఆணがਤΕます。

書ղઆߟࢀ

100 101

能力・可能を表す

1 基本的な助動詞① ― can / may / must

˔必ずbe able to do を使う場合ʢcan が使えない場合ʣ

　① ほかの助動詞といっしょに使う場合。助動詞を2 つ並べて使うことはできない。
You ̀ll be able to order the book online in two weeks. 
ʢ will canʣ （2 िؒޙには，そのຊをΦンϥΠンで注จできます。）

　② 完了形の場合。ʪhave［has］ɹ been able to doʫの形を使う。
We haven`t been able to access the site for the last two days.

（ここ2 ؒ，そのαΠトにΞΫηスすることができないでいます。）

52 Ϧϣは50mを7ඵでることができる。
53 ここからതؗまでาいてߦけますか。―もちろん。ここから΄んの5ですよ。

canʢ過去形：couldʣ1 -1

canͷத৺తͳΠϝʔδ̡ 実現可能 ɻr
͔ͦ͜Βੜͯ͠ɼҎԼͷҙຯ͕ग़͖ͯ·͢ɻ

˙ ΔྗΛඋ͍͑ͯΔ͢ݱ࣮ ʮɣ～できるʯ ʪ能力ʫ
˙ ঢ়گతʹ࣮͢ݱΔ͜ͱ͕Մ ʮɣ～できるʯ ʪ可能ʫ

ʮ～してもよいʯ ʪ許可ʫ
˙～Ͱ͋ΔՄੑ͕͋Δ ʮɣ～でありうるʯ ʪ可能性ʫ

Q ：  ి ंͰྡʹࠃ֎ͨͬ࠲ਓஉੑʹDo you speak English? ͱฉ͔Ε·ͨ͠ɻ
ͳͥ Can you～? Ͱͳ͔ͬͨͷͰ͠ΐ͏͔ɻ

A ɿ  相手に「～できますか」と尋ねるときに，Can you ～ ? を使うと，失礼な印象を
与えることがあります。can はʪ能力ʫを表すため，Can you ～ ? を使うと相手
の能力をあからさまに尋ねることになり，失礼と感じられることがあるのです。
「英語が話せますか」は，Can you speak English? よりDo you speak 
English? を使うほうが，やわらかい印象を与えます。次の例も同様です。

Do you（˚Can you） play the piano? （ピΞϊをけますか。）

助動詞の意味に注意してɼ日本語に直そうɻ ʢ ผp.16ʣ

1）Can I sit with you? ― Sure.
2） Ken, hurry up. The train can’t wait for you.
3） Oh, I have no money with me. Can you lend me some?

Check 
1

canは文末に置いたり，強調したりする場合は/ k@n /だが，それ以外は/ kAn /と弱く発音する。

Ryo can run 50 meters in seven seconds. ʪྗʫ 52

Can I walk to the museum from here? ʪՄʫ 53

̶Sure. It's only �ve minutes from here.

a

  主語（人やもの）に備わっている能力を表す。52は「リョウに50mを7 秒で走る能力が
ある」ことを表す。過去形はcould。（ p.103 　　  ）

 This hall can hold up to 500 people. ＊up to～「（最大で）～まで」

（このϗールは500ਓまでऩ༰することができます。）

  否定文・疑問文は，次のようになる。否定形で can not と2 語にしないこと。
ʪ൱ఆจʫ  I cannotʦcan’tʧ read French, but I can speak it a little. 

（。はಡΊませんが，গし話せますޠはフϥンスࢲ）

I could notʦcouldn’tʧ eat carrots when I was a child. 
（。Ͳものころ，χンδンが食べられませんでしたࢠはࢲ）

ʪٙจʫ  Can you cook this �sh? 
―  Yesɼ I can. I`m good at cooking. 

Noɼ I can’t. I`ve never cooked �sh. 
（このڕをྉཧできますか？―はい，できます。ྉཧはಘ意です。/

いいえ，できません。ڕをྉཧしたことがないのです。）

能力を表すcan：ʮ～͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δʯɹʢ➡52ʣ1

  能力とは関係なく，主語が置かれた状況から「～することが可能」という場合もcanで
表せる。53は距離の点から，「博物館まで歩くことは可能か」を尋ねている。

Can we meet again tomorrow? （໌またձえますか。）

 Hurry up! The meeting starts at two. We can’t be late. 
（。まる。れるΘけにはいかないよ࢝から࣌ いでʂձٞは2ٸ）

可能を表すcan：ʮ～Ͱ͖Δʯɹʢ➡53ʣ2

  能力・可能を表すが，助動詞ではない。やや堅い表現で，現在形ではcanを使うほう
が普通。原則として，主語が〈人〉の場合に使う。

The students are able toʢ ʹ can ʣ use Wi-Fi anywhere on campus.
（ֶੜはΩϟンύスのͲこでも，Wi-Fi をうことができます。）

Are you able to meet the deadline for the paper? ― Certainly.
（จのకΊりにؒに߹Θせることができますか。― もちろんです。）

be able to do ʮ～Ͱ͖Δʯ3

Tips for Communication! 3 ʮ～できますかʯと尋ねる場合

参考

4
助
動
詞

T. f. C.

First Stage

Պ書ڭ Q��0�&YQSFTTJPOT�1MVT（՝：文法表現のまとΊ）

　　　

1 「～できる」：能力・可能を表す　 can

1 Can I walk to the museum from here?
ここから博物館まで歩いて行けますか。  可能   KE p. 36

➡  「～できる」は canを使って表せる。
Ryo can run 50 meters in seven seconds.（リョウは 50ｍを 7秒で走ることができる。）  能力

2 「～してもよい」：許可を表す　 can/may

2 Can I take a photo of the map with my smartphone?
その地図の写真をスマホで撮ってもいいですか。  一般的な言い方   KE p. 36

3 May I ask you a question? 質問をしてもよろしいですか。  丁寧で堅い言い方   KE p. 36

➡  「～してもよいか」と許可を求めるには Can I～ ? や May I～ ? を使う。
➡  May I～ ? は Can I～ ? より丁寧で堅い言い方。一般的には Can I～ ? のほうがよく使われる。

3 「～しなければならない」：義務・必要を表す　 must/have to

4  You must manage your time more effectively.
あなたはもっと効率的に時間を管理しなければなりません。 KE p. 38

5  You have to balance your studies and club activities.
あなたは勉強と部活を両立させなければならない。 KE p. 38

➡  「～しなければならない」はmustや have toで表せる。
➡  mustは話し手の強い意志を表し，命令的・主観的である一方，have toは外的な事情などから「～せざるをえな
い」という客観的なニュアンスをもつ。

➡  「～しなければならなかった」という過去のことは had to～，「～しなければならないだろう」という未来のこと
はwill have to～（×will must）で表す。

➡  否定形のmust notは「～してはいけない」という強い禁止を，don’t have toは「～する必要はない」という不必
要を表す。
You must not touch the fence. It’s dangerous.（そのフェンスに触ってはいけません。危険です。）

4 「～すべきだ，～するほうがよい」：義務・忠告を表す　 should/had better

6  You should turn off your smartphone, or at least mute it.
スマホの電源を切るか，少なくともミュートにすべきです。 KE p. 38

7  The exam is coming up, so you had better study harder.
試験が近づいているのだから，君はもっと一生懸命勉強したほうがいい。

➡  「～すべきだ，～するほうがよい」は shouldを使って表せる。義務や助言を表すのに使われるが，must / have to
ほど強制的ではない。
You should apologize.（君は謝るべきだ［謝ったほうがいい］。）

➡  had betterも「～すべきだ，～するほうがよい」を表すが，「そうしないと悪い結果になる」といった意味を含み，
should よりも切迫した状況での強い忠告を表す。

Expressions Plus 本文を聞く
音読練習
解説動画
補充問題能力・許可・義務などを表す　助動詞 1
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35

40 Lesson 4

『改訂版 チャート式シリーズ EARTHRISE 総合英語』ͱͦͷ準拠γϦʔζͰɼ表現活動の支え
となる文法Λ͔ͬ͠Γֶ·͢ɻ教科書と文法配列や例文がそろっているͷͰɼ教科書と併用͢
Δ͜ͱͰɼ文法学習と表現活動をバランスよく行う͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

Key ExpressionsͰֶΜͩจ๏Λ
表現活動ͱͭͳ͛Δͷʹཱͭ
ίϥϜͰ͢ɻ

Key Expressionsͷྫจʹ˔ɼ&YQSFTTJPOT�1MVT
ͷྫจʹ˓Λ͚ͭɼ参র͍ͯ͘͢͠͠·͢ɻ

より詳しく
きめ細やかな学習に

表現活動に
つながる学習に

参考書『チャート式シリーズ EARTHRISE 総合英 語』との連携で，文法学習をしっかりサポート

ʮ～してもよいですかʯͱ૬खʹ許可を求めるදݱ Can I ～ ?ͱMay I ～ ?ʹ
͍ͭͯɼ2ͭͷҧ͍Λ͜͜Ͱཧ͓ͯ͜͠͏ɻ

ᾇçɹCan I ask you a question? （࣭していいかな。）

ᾈç May I ask you a question? （࣭をしてもよろしいですか。） 59

ᾇç Can I ～ ?ࣜܗΒͳ͍͚ͩͨ͘ํ͍ݴͰɼ༑ਓͲ͏
͠ͳͲɼ͠खͱฉ͖ख͕対等の立場親しい関係ʹ͋
Δ߹ʹ͏ͷ͕ී௨ɻ͑ํɼp.102Λ参রɻ

ᾈç May I ～ ?ΑΓࣜܗͬͨදݱͰɼઌੜͱੜెɼͱ
ɻ͏ͳͲͷؒͰɼ立場が下の人が上の人ʹରͯ͠ࢠ
͑ํɼڐՄΛ༩͑Δ߹ʹɼYes, you may.
ʢΑΖ͍͠ʣଚେͳ͕͢͡ײΔͷͰɼ

6 許可を求める canとmayとの違いTips for Expression!

1

ʲ避けられないことʳ

⿎ ʪ義務・必要ʫ
⿎ ʪ推量ʫ

a

must ʪ͍ٛڧʫ 61

must not ʪࢭې͍ڧʫ 62

61
62

1

➡61

First Stage

�書γリーζにつきɼৄ͠くはɼQQ���ʙ8ߟࢀ˰ を͝ࢀরく
͍ͩ͞。

書ߟࢀ
5JQT�GPS�&YQSFTTJPO�

教科書 Revised EARTHRISE
English Logic and Expression Ⅰ
Advanced／Standard

参考書の詳細は
こちら！

参考書 改訂版 チャート式シリーズ
EARTHRISE 総合英語

˞ ���� ��݄վగ൛ൃߦ༧ఆ

教科書と参考書がリンク

●体系的な文法学習をサポートする安心の EARTHRISE English Grammar シリーズ！
ѻう文法内容（Ϩοスン）にΑりͦΕͧΕ �छྨの英文法ςΩスト・ϫーΫϒοΫを͝༻ҙ。
学शプランにあΘͤͯおબͼ͍た͚ͩます。
【テキスト】改訂版 EARTHRISE English Grammar in 33／26／22 Stages
　【ワークブック】改訂版 Workbook for EARTHRISE English Grammar in 33／26／22 Stages

Revised

EARTHRISE
Advanced

EARTHRISE
English Logic and Expression

AdAdvanced

文部科学省検定済教科書 104 数研 論Ⅰ／000-000 高等学校外国語科用

アタリ
二次元コードについてはp.３をご覧ください。

● この教科書はカラーユニバーサルデザインに配慮しています。
● この教科書は再生紙と植物油インキを使用しています。

二次元
コードを
掲載

Revised

EA
RTH

RISE
English Logic and Expression

Advanced
Revised

Revised EARTHRISE English Logic and Expression Ⅰ Advanced　束幅6.5mmC M Y K
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Let’s speak about...

A tourist asks Nana how to get to the Asahi Museum from Aoba Station.

Tourist: Excuse me. May I ask you a question?

Nana: Sure.

Tourist: Can I walk to the Asahi Museum from here?

Nana: Not really. It’s quite a long way.

Tourist: How can I get there, then?

Nana: You can go by bus or subway. I think a bus would be better because it will

take you closer to the museum. Let’s see. Ah, yes, No. 3 buses go straight to

the museum and stop right in front of the entrance.

Tourist: That’s great. Is that a bus map?

Nana: Yes. It’s very useful, but I’m afraid I only have one copy.

Tourist: Can I take a photo of it with my smartphone?

Nana: No problem.

Listening Quiz Q1 Q2

本文を聞く
音読練習

Can I walk to the museum from here? (l .4)
　➡「～できる」を表す場合に canを用いる。

Can I take a photo of the map with my smartphone? (l .12)
　➡「～してもいいですか」と許可を求める場合に，Can I ～ ?を使うことができる。May I ～ ?より一

般的でよく使われる。

May I ask you a question? (l .2)
　➡「～してもよろしいですか」と許可を求める場合にMay I ～ ?を使う。丁寧で堅い言い方。

Key Expressions See page 40 | Expressions Plus

Subway
Bus stop

Aoba Station

Green Hall

Library Plaza Hotel

Minami
High School

Asahi Shopping
Center

Komyo-ji Minami
Park

The Asahi 
Museum Asahi

Station

Sakura
Station

City
Hall

Sakura
Park
Sakura
Hospital

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

Route 01 17 minutes
Subway: 11 minutes

Aoba Station➡ Asahi Station

Route 02 20 minutes
No. 3 bus: 20 minutes

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

Walk: 6 minutes
Asahi Station ➡ The Asahi Museum

Aoba Station ➡ The Asahi Museum

36 Lesson 4
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Second Stage

First Stage

9998

助動詞は動詞の前に置く
〈助動詞＋動詞の原形〉で，助動詞の形は主語によって変化しない。
  Bob can play the piano. （ϘϒはピΞϊがけます。）

〔 Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.〕
否定文・疑問文の作り方はCF動詞の場合と同じ
否定文：〈助動詞＋not＋動詞の原形〉
 Bob cannot［can`t］ play the piano. （ϘϒはピΞϊがけません。）

疑問文：〈助動詞＋主語＋動詞の原形〉
Can Bob play the piano? （ϘϒはピΞϊがけますか。）

shouldのその他の用法 126

その他の助動詞を使った表現 128

助動詞としてのbeɼhaveɼdo 129

7

8

9

助動詞

DBOɼNBZɼNVTUなどの助動詞は，その名のとおり，動詞を助ける働きをし
ます。助動詞を加えることで，動詞に話し手の判断や気持ちʢʹ主観ʣを添えるこ
とができます。

	 例文音声・発音練習
	 解説動画

助動詞の基本ルール

ʢAʣはbe 動詞 is を使って「彼はバスケットボール選手だ」という客観的な事実
を述べています。一方ʢBʣは，助動詞NVTU を（「彼」の見た目や様子などから）「バ
スケットボール選手にちがいない」という話し手の判断を表しています。
また助動詞は次のように，相手に依頼をするときなどに使われます。

助動詞は人とコミュニケーションをとるうえでɼとても重要な役割を果たして
いるのです。

ʢAʣ He is a basketball player. ʢBʣ He must be a basketball player.
（彼はバスケットボール選手だ。）  （彼はバスケットボール選手にちがいない。）

ʢCʣCould I have another cup of coffee? （コーヒーをもう一杯いただけますか。）

1 助動詞 動詞の原形
can

Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.

2
not

not n’t
助動詞 動詞の原形

　　　Can play

First Stage ɹɹ
1

ʬྗ・Մʭ
ʬڐՄ・ґཔʭ
ʬՄੑ・൱ఆͷਪྔʭ
ʬڐՄʭ
ʬਪྔʭ
ʬ͍ٛڧ・ඞཁʭ
ʬ֬৴ͷ͋Δਪྔʭ

2
ʬٛ・ॿݴʭ
ʬવͷਪྔ・ظʭ
ʬ͍ڧࠂʭ
ʬҙࢤ・श׳ʭ
ʬਪྔʭ
ʬաڈͷ͍ڧҙࢤʭ
ʬաڈͷश׳ʭ
ʬࡏݱͷਪྔʭ

3
ʬק༠ʭ
ʬఏҊ・ਃ͠ग़ʭ
ʬґཔʭ
ʬڐՄΛٻΊΔʭ
ʬ͑߇Ίͳئʭ
ʬק༠ʭ

4
ʬաڈͷश׳・ঢ়ଶʭ

5
ʬաڈͷ͜ͱʹ͍ͭͯͷਪྔʭ

ʬաڈͷߦҝʹ͍ͭͯͷඇ・ޙչʭ

6

Second Stage 
7
8
9

助動詞
話し手の判断や気持ちʢʹ主観ʣ

is must

話し手の判断

依頼
Could

人とコミュニケーションをとるうえでɼとても重要な役割

1 助動詞 動詞の原形
can

Bob cans play the piano. / Bob can plays the piano.

2
not

not n’t
助動詞 動詞の原形

　　　Can play

基本的な助動詞① 100
can ɹ˘ ～Ͱ͖Δ ʬ ・ྗՄʭ 100

  ɹ˘ ～ͯ͠Α͍ɼ～ͯ͠Β͑·͔͢ ʬڐՄ・ґཔʭ 102

  ɹ˘ ～Ͱ͋Γ͏Δɼ～ͷ͕ͣͳ͍ ʬՄ ・ੑ൱ఆͷਪྔʭ 103

may ɹ˘ ～ͯ͠Α͍ ʬڐՄʭ 104

ɹ˘ ～͔͠Εͳ͍ ʬਪྔʭ 105

must ɹ˘ ～͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ ʬ͍ٛڧ・ඞཁʭ 106

ɹ˘ ～ʹ͕͍ͪͳ͍ ʬ֬৴ͷ͋Δਪྔʭ 108

基本的な助動詞② 110
should ɹ˘ ～͖ͩ͢ɼ～ͨ͠΄͏͕Α͍ ʬٛ・ॿݴʭ 110

ɹ˘ ～ͷͣͩ ʬવͷਪ ʭظྔ・ 110

had better ˘ ～͢Δͷ͕Α͍ɼ～͠ͳ͍ͱ͍͚ͳ͍ʬ͍ڧࠂʭ 111

will ɹ˘ ～͢ΔʢͭΓͩʣɼ～͢Δͷͩ ʬҙࢤ・श׳ʭ 112

ɹ˘ ～͢ΔʢͩΖ͏ʣɼʢ͖ͬͱʣ～ͩΖ͏ ʬਪྔʭ 113

would ɹ ʢ̆Ͳ͏ͯ͠ʣ～͠Α͏ͱͨ͠ ʬաڈͷ͍ڧҙࢤʭ 113

ɹ ʢ̆Α͘ʣ～ͨ͠ͷͩͬͨ ʬաڈͷश׳ʭ 113

  ɹ˘ ～ͩΖ͏ ʬࡏݱͷਪྔʭ 114

勧誘・提案・願望などを表す表現 115
will / shall ɹ˘ ～͠·ͤΜ͔ ʬק༠ʭ 115

ɹ˘ ～͠·͠ΐ͏͔ ʬఏҊ・ਃ͠ग़ʭ 115

would / could ɹ˘ ～͍͚ͯͨͩ͠·ͤΜ͔ ʬґཔʭ 116

  ɹ˘ ～͍͍ͯ͠Ͱ͔͢ ʬڐՄΛٻΊΔʭ 116

  ɹ˘ ～͍ͨ͠ͷͰ͕͢ɼ～͕΄͍͠ͷͰ͢ ʬ͕͑߇Ίͳئʭ 115

ɹ˘ ～͠·ͤΜ͔ ʬק༠ʭ 117

その他の助動詞 118
used to ˘ Α͘～ͨ͠ͷͩɼʢҎલʣ～ͩͬͨ ʬաڈͷश׳・ঢ়ଶʭ 118

need ˘ ～͢Δඞཁ͕͋Δ 119

助動詞ʴhaveʴ過去分詞 120
ʨmust /may / can`tʩɹ haveʴաڈࢺ ʬաڈͷ͜ͱʹ͍ͭͯͷਪྔʭ
  ˘ ～͠ ʦͨͩͬͨʧʨʹ͕͍ͪͳ͍ / ͔͠Εͳ͍ / ͕ͣͳ͍ʩ 120

ʨshould / need notʩɹ haveʴաڈࢺ ʬաڈͷߦҝʹ͍ͭͯͷඇ・ޙչʭ
  ˘ ～͖ͩͬͨ͢ͷʹ / ～͢Δඞཁͳ͔ͬͨͷ ʢʹ～ͨ͠ʣ 121

助動詞を使った慣用表現 122

1

2

3

4

5
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参考書：導入ページ　　※以下は改訂版のサンプルです。内容は変更の可能性があります。

100 101

能力・可能を表す

1 基本的な助動詞① ― can / may / must

˔必ずbe able to do を使う場合ʢcan が使えない場合ʣ

　① ほかの助動詞といっしょに使う場合。助動詞を2 つ並べて使うことはできない。
You ̀ll be able to order the book online in two weeks. 
ʢ will canʣ （2 िؒޙには，そのຊをΦンϥΠンで注จできます。）

　② 完了形の場合。ʪhave［has］ɹ been able to doʫの形を使う。
We haven`t been able to access the site for the last two days.

（ここ2 ؒ，そのαΠトにΞΫηスすることができないでいます。）

52 Ϧϣは50mを7ඵでることができる。
53 ここからതؗまでาいてߦけますか。―もちろん。ここから΄んの5ですよ。

canʢ過去形：couldʣ1 -1

canͷத৺తͳΠϝʔδ̡ 実現可能 ɻr
͔ͦ͜Βੜͯ͠ɼҎԼͷҙຯ͕ग़͖ͯ·͢ɻ

˙ ΔྗΛඋ͍͑ͯΔ͢ݱ࣮ ʮɣ～できるʯ ʪ能力ʫ
˙ ঢ়گతʹ࣮͢ݱΔ͜ͱ͕Մ ʮɣ～できるʯ ʪ可能ʫ

ʮ～してもよいʯ ʪ許可ʫ
˙～Ͱ͋ΔՄੑ͕͋Δ ʮɣ～でありうるʯ ʪ可能性ʫ

Q ：  ి ंͰྡʹࠃ֎ͨͬ࠲ਓஉੑʹDo you speak English? ͱฉ͔Ε·ͨ͠ɻ
ͳͥ Can you～? Ͱͳ͔ͬͨͷͰ͠ΐ͏͔ɻ

A ɿ  相手に「～できますか」と尋ねるときに，Can you ～ ? を使うと，失礼な印象を
与えることがあります。can はʪ能力ʫを表すため，Can you ～ ? を使うと相手
の能力をあからさまに尋ねることになり，失礼と感じられることがあるのです。
「英語が話せますか」は，Can you speak English? よりDo you speak 
English? を使うほうが，やわらかい印象を与えます。次の例も同様です。

Do you（˚Can you） play the piano? （ピΞϊをけますか。）

助動詞の意味に注意してɼ日本語に直そうɻ ʢ ผp.16ʣ

1）Can I sit with you? ― Sure.
2） Ken, hurry up. The train can’t wait for you.
3） Oh, I have no money with me. Can you lend me some?

Check 
1

canは文末に置いたり，強調したりする場合は/ k@n /だが，それ以外は/ kAn /と弱く発音する。

Ryo can run 50 meters in seven seconds. ʪྗʫ 52

Can I walk to the museum from here? ʪՄʫ 53

̶Sure. It's only �ve minutes from here.

a

  主語（人やもの）に備わっている能力を表す。52は「リョウに50mを7 秒で走る能力が
ある」ことを表す。過去形はcould。（ p.103 　　  ）

 This hall can hold up to 500 people. ＊up to～「（最大で）～まで」

（このϗールは500ਓまでऩ༰することができます。）

  否定文・疑問文は，次のようになる。否定形で can not と2 語にしないこと。
ʪ൱ఆจʫ  I cannotʦcan’tʧ read French, but I can speak it a little. 

（。はಡΊませんが，গし話せますޠはフϥンスࢲ）

I could notʦcouldn’tʧ eat carrots when I was a child. 
（。Ͳものころ，χンδンが食べられませんでしたࢠはࢲ）

ʪٙจʫ  Can you cook this �sh? 
―  Yesɼ I can. I`m good at cooking. 

Noɼ I can’t. I`ve never cooked �sh. 
（このڕをྉཧできますか？―はい，できます。ྉཧはಘ意です。/

いいえ，できません。ڕをྉཧしたことがないのです。）

能力を表すcan：ʮ～͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δʯɹʢ➡52ʣ1

  能力とは関係なく，主語が置かれた状況から「～することが可能」という場合もcanで
表せる。53は距離の点から，「博物館まで歩くことは可能か」を尋ねている。

Can we meet again tomorrow? （໌またձえますか。）

 Hurry up! The meeting starts at two. We can’t be late. 
（。まる。れるΘけにはいかないよ࢝から࣌ いでʂձٞは2ٸ）

可能を表すcan：ʮ～Ͱ͖Δʯɹʢ➡53ʣ2

  能力・可能を表すが，助動詞ではない。やや堅い表現で，現在形ではcanを使うほう
が普通。原則として，主語が〈人〉の場合に使う。

The students are able toʢ ʹ can ʣ use Wi-Fi anywhere on campus.
（ֶੜはΩϟンύスのͲこでも，Wi-Fi をうことができます。）

Are you able to meet the deadline for the paper? ― Certainly.
（จのకΊりにؒに߹Θせることができますか。― もちろんです。）

be able to do ʮ～Ͱ͖Δʯ3

Tips for Communication! 3 ʮ～できますかʯと尋ねる場合

参考
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6/*5 ͡ΊͷಋೖϖʔδͰ͢ɻ
07&37*&8ɿจ๏߲ࣄͷ֓ཁʢΠϝʔδʣΛɼ
ɹΠϥετަ͑ɼΘ͔Γ͘͢ղઆ͍ͯ͠·͢ɻ
शطຊతҙຯͳͲɼதֶͷجܗຊϧʔϧɿج
ɹ߲ࣄΛ֬ೝͰ͖·͢ɻ

/"7*("5*0/ɿ6/*5 ͝ͱͷ࣍Ͱ͢ɻ
ˠ�จ๏߲͚ͩͰͳ͘ɼຊޠදݱఏ
͍ࣔͯ͠·͢ͷͰɼॳֶऀͰຊޠ
͔Βௐ͘͢ͳ͍ͬͯ·͢ɻ

�ٕʹͭͳ͕ΔίϥϜɿ
5JQT GPS $PNNVOJDBUJPO �
ɹɹ8SJUJOH � 3FBEJOH � &YQSFTTJPO
ˎ�্ ໘ɼ5JQTࢴه GPS $PNNVOJDBUJPO
ɹͰ͢ɻ'JSTU 4UBHFɿ

ɹૅج�ͱͯ͠ԡ͓͖߲͑ͯ͘͞ࣄ
ৗతʹΑ߲͘͏ɼೖࢼʹ
සग़ͷ߲ࣄͳͲΛѻ͍ͬͯ·͢ɻ

ϨϕϧΛҙࣝͨ͠༺
'JSTU 4UBHF � 4FDPOE 4UBHF ͷ
� 4UBHF ɻߏ

参
考
書
・
準
拠
教
材

77参考書・準拠教材

2026 アース論表ASⅠ booklet P077-079.indd   77 2025/03/17   15:39



上の枠内に挙げた動詞でも，提案・要求以外の意味の場合は，that節中で shouldや
動詞の原形を使わなくてよい。 ＊次の文中の suggestは「示唆する」の意味。

I’m not suggesting （that） you are responsible for the accident.
（そのނࣄのがあなたにある，とݴっているのではありません。）

参考

7  should shouldのその他の用法

shouldͷத৺తͳΠϝʔδ̡ 当然進むべき方向 Ͱr͢ɻ
͔ͦ͜Βੜ͢Δҙຯɼʮવͦ͏͖͢Ͱ͋Δʯɹʪ義務ʫ
ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹʮવͦͷͣͩʯɹɹɹɹʪ推量ʫ
͜͜Ͱɼ͜ͷΠϝʔδͱؔ࿈ֶ͚ͮͯΜͰ͍͖·͠ΐ͏ɻ

that節中で使われる shoulda

 The chairperson suggested we should have another 

  meeting next week. 91

It is necessary that Mr. Bush necessary that Mr. Bush necessary should have an operation. 92

It is surprising that she should know nothing about the plan. 93

91 ٞはཌिまたձٞをすることをఏҊした。
92 ϒοシュࢯは手ज़をडけることがඞཁです。
93 ൴ঁがそのܭըのことをԿもらないなんてڻきだ。

1 提案・要求などを表す動詞に続く that節中で　ʢ➡91ʣ

「～するように（提案する，要求する）」といった意味を表す。提案・要求などを
表す動詞との結びつきから「当然そうすべきだ」という意味合いを含む。

suggest / propose/ propose/ （ఏҊする）ɼdemand / request/ request/ （ཁٻする）ɼ
order（໋ྩする）ɼrecommend（קΊる）ɼadvise（ࠂする）ɼetc.

˔ 提案・要求などを表す動詞

   He demanded that the bus driver should apologize for his 
rudeness. （൴はバスӡస手に，ࣦྱをΘͼるようٻΊた。）

 should shouldを省略して，動詞の原形を使うことも多い。主語が 3人称単数でも原形
になる。（ p.340）

   The doctor recommended that my mother cut down on sugar. down on sugar.
（ҩऀは母にをݮらすようにקΊた。）

Second Stage

126

2 必要性・重要性などを表す形容詞に続く that節中で　ʢ➡92ʣ

「～する（ことが必要だ）」といった意味を表す。必要性・重要性などを表す形容
詞との結びつきから「当然そうすべきである」という意味合いを含む。

necessary（ඞཁな）ɼimportant（ॏཁな）ɼessential（ෆՄܽな）ɼ
urgent（ٸの）ɼdesirable（ましい）ɼproper（దな）ɼetc.

˔ 必要性・重要性などを表す形容詞

   It`s important that you important that you important should speak clearly in an interview.
（໘では，ϋΩϋΩと話すことがॏཁです。）

 should shouldは省略して，動詞の原形を使うことも多い。
   92ˠ It is necessary that Mr. Bush necessary that Mr. Bush necessary have an operation. an operation.

3 感情や主観的判断などを表す形容詞・名詞に続く that節中で　ʢ➡93ʣ

この shouldには，「～だ［～する］なんて」という意外や疑いの気持ちが込めら
れている。

strange（ົحな）ɼsurprising / amazing/ amazing/ /ɼlucky / fortunate/ fortunate（くべきڻ）

/ɼunlucky / unfortunate/ unfortunate（ӡな） （ෆӡな）ɼnatural（વの）ɼ
a pity / a shame/ a shame/ .ɼetc（೦な）

˔ 感情や主観的判断などを表す形容詞・名詞

   It`s a pity that Emily a pity that Emily a pity should be unable to come to tomorrow`s 
party. （ΤϛϦーが໌のύーςΟーに来られないなんて೦だ。）

   It`s natural that you should be nervous in front of a lot of 
people. （େਓのલであなたがۓுするのはવです。）

「～だなんて」といった感情を伴わず，客観的事実として言う場合，shouldは
使わない。また，この 3の用法で動詞の原形は使わない。

   93ˠ It is surprising that she knowsʢ knowʣknowʣknow  nothing about 
the plan. （൴ঁがそのܭըのことをԿもらないのはڻきだ。）

〈米〉では原形，〈英〉ではʪshouldʴ原形ʫが普通であったが，最近では〈米〉でも
ʪshouldʴ原形ʫ，〈英〉でも原形が使われるようになっており，〈米〉〈英〉の差はあま
りないと考えてよい。

参考

「～したなんて」と過去（あるいは過去より前）のことについて述べる場合は，
ʪshouldʴhaveʴ過去分詞ʫで表す。

It was unfortunate that my brother should have broken his leg.
（ܑが٭をંࠎしたとはෆӡだった。）

参考

Second Stage
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127

   Where are you going with that large suitcase?
   ɹʕ Oh, ɹʕ Oh, ɹʕ I’ve just returned from a short trip to Kyoto.

（そんなେきなスーπέースを࣋ってͲこにߦくの。
―ああ，ژへのখཱྀߦから今ちΐうͲったところなの。）

ʦˠだから今，スーπέースを࣋っているʧ

   Have you had lunch yet? ʕ Yes, ʕ Yes, ʕ I have already eaten lunch.
     No, ʢI haveʣ not ʢeaten lunchʣyet.

（もうன食を食べましたか。―はい，もうன食を食べました。
いいえ，まだ食べていません。）

経験を表す：ʮʢ今までにʣ～したことがあるʯ1 -2-2

I’ve visited Kiyomizu-dera three times. 40

40 にࣉはਗ਼ਫࢲ 3ճߦったことがあります。

「～したことがある（←～した経験をもっている）」という現在までの経験を表す。
40では，「清水寺に行く」という経験が，現在までに「3回あった」ことを表し
ている。

̎ճ̍ճ ճ̏ࡏݱ

before（今までに）ɼever（今までに，かͭて）ɼnever（Ұもʙない）ɼ
once（1）ɼtwice（2）ɼthreeʦfour, ...ʧ times（3ʦ4ʜʧ）ɼ
sometimes（ときͲき）ɼoften（しばしば，よく）ɼmany times（Կも）

ʪ̝経験ʫを表す現在完了形とともによく使われる副詞ʢ句ʣ

   Have you ever seen the sunrise over Mt. Fuji? 
   ɹʕ No. ɹʕ No. ɹʕ I’ve never seen it.

（ࢁ࢜にঢるの出をݟたことがありますか。―いいえ。Ұもݟたことがありません。）

① alreadyや justが過去形とともに使われ，完了の意味を表すことがある。
 I already washed the dishes. washed the dishes. washed （。をચい（終え）ましたࡼはもうࢲ）

 He just arrived at the station. arrived at the station. arrived （൴は今駅に着いたところだ。）
現在完了形に比べるとくだけた言い方で，会話でよく使われる。

② alreadyが疑問文で使われると「もう～したのか」という意外や驚きを表す。
Have you already spent the money?spent the money?spent

（？ってしまったのもうおۚを（いてڻ））

参考

First Stage

80

   How many timesʦHow oftenʧhas Ken flown in an airplane?
   ɹʕʢHe hasʦʹHe’sʧflown in an airplaneʣTwice before.

（έンは今までにԿճඈػߦに乗ったことがありますか。―今までに 2ճです。）

   I’ve been to Kyoto many times. （ࢲはژにはԿもߦったことがある。）

  ＊アメリカ英語ではくだけた言い方で，haveʦhasʧgone to ～がこの意味で使
われることもあるが，イギリス英語では誤りとされるので注意。

ʮ～するのは…回目だʯは，次のように表すことができる。
This is the first［second, third...］ time Iʼve（ever）visited this park.

がこのެԂを๚れるのは，これがॳΊてʦ2ճ，3ճʜʧですçɹɹɹɹࢲ）
ʦˡこれがࢲが今までにこのެԂを๚れた最ॳʦ2ճ，3ճʜʧの࣌ですʧ。）

参考

have been to ʙは，①ʮ～に行ったことがあるʯʪ経験ʫのほかに
②ʮ～に行ってきたところだʯʪ完了ʫの意味も表す。
どちらの意味を表すかは，ともに使われている副詞（句）などから判断する。
 Aya has just been to Paris. （ΞϠはちΐうͲύϦにߦってきたところだ。）

　　　　　＊ just（ちょうど今）からʪ完了ʫの意味と判断できる。
 Aya has been to Paris once before. 

（ΞϠはલにҰύϦにߦったことがある。）
　　　　＊ once（一度），before（前に）からʪ経験ʫの意味と判断できる。
このように，現在完了形が表す意味を判断するには，時を表す副詞ʢ句ʣが大き
な手がかりとなる。

have been to ～の 2つの意味注意

ʮࢲখֶੜͷ͜ΖʹɼͦͷөըΛͨ͜ݟͱ͕͋ΔʯΛӳޠͰ書͍ͯΈΑ͏ɻ

I saw that movie saw that movie saw when I was an elementary school student was an elementary school student.
I have seen that movie when I was an elementary school 

student.

▶  「見たことがある」という日本語から，〈経験〉を表す現在完了形と機械的に判断し
てはいけない。「小学生のころ」が過去」が過去」が を表すことは文脈から明らか。よって，こ
の「見た」は過去のあるときに起こり，済んでしまったことなので，現在までの
経験を表す現在完了形ではなく，過去形で表すのが正しい。
→ここに着目! 「現在完了形とʮ時ʯを表す副詞ʢ句・節ʣ」（ p.86）も参照しよう。

Tips for Writing! 1 ʮ～したことがあるʯが現在完了形になるとは限らない
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ίϥϜɿ5JQT GPS 8SJUJOH
ˠ�ӳޠΛ書͘ޡʹࡍΓ͢
͍จ๏߲ࣄΛɼʓʷࣜܗ
ͳͲͰհ͍ͯ͠·͢ɻ

తͳཧղΛଅ֮͢ࢹ
ਤղΠϝʔδਤ๛
ʹऔΓೖΕ͍ͯ·͢ɻ

ίϥϜɿωΠςΟϒͷ֮ײ
ˠ�ຊਓʹχϡΞϯε͕ཧղͮ͠Β͍දݱ
ͳͲʹ͍ͭͯɼωΠςΟϒ・εϐʔΧʔͷ
͔ΒɼͱΒ͑ํΛղઆ͍ͯ͠·͢ɻࢹ

◆その他のコラム

〈参考書 別冊付録〉　4技能連携ハンドブック　　■A5判（80 頁）
（収録内容）

〈基礎文法編〉：英語の語順／英語をつくる部品―品詞と句・節
〈Speaking／Listening 編〉：�英語の発音を学ぼう／場面に合った表現を使おう（フォ

ーマル・インフォーマル）／機能別表現リスト など
〈Reading／Writing 編〉：�パラグラフの構成・展開パターン／英語の発想で文を書こ

う／英語の句読法／手紙・メールの書き方 など

ӳޠͷޠॱ1
0 英語は語順で意味が決まる

ΛൺͯΈ·͠ΐ͏ɻޠͱӳޠͷຊ࣍

　昨日タケルと話したよ。　　　 I talked with Takeru yesterday.

ɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹɹ

্ͷຊޠͱӳޠɼͦΕͧΕಉ͡ҙຯΛද͠·͢ɻ
ͨͱ͑ຊޠͰɼ

昨日話したよ，タケルと。

͜ΕͰ΄΅ಉ͡ҙຯΛද͠·͢ɻ͔͠͠ӳޠͰɼ

I with Takeru talked yesterday. ??

ͳͲͱؒҧͬͨޠॱʹ͢Δͱɼจ͕ҙຯΛͳ͞ͳ͘ͳͬͯ͠·͍·͢ɻ
ͷจͰͲ͏Ͱ͠ΐ͏ɻ࣍

Aya loves John. ΞϠはδϣンをѪしている。

John loves Aya. δϣンはΞϠをѪしている。

ຊޠͷ߹ɼʮΞϠδϣϯΛѪ͍ͯ͠ΔʯˠʮδϣϯΛΞϠѪ͍ͯ͠Δʯ
ͷΑ͏ʹɼʮʯʮ͕ʯʮΛʯͳͲͷॿࢺΛ͜͏ͱͰɼޠॱ͕มΘͬͯ΄΅
ಉ͡ҙຯΛද͢͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ
Ұํɼӳޠʹॿࢺʹ͋ͨΔͷ͕ͳ͍ͨΊɼޠॱͰจͷҙຯΛද͠·͢ɻ
ͦͷͨΊɼޠॱ͕ͱͯॏཁʹͳΔͷͰ͢ɻ

基礎文法  ฤ
G R A M M A R  &  S E N T E N C E  W R I T I N G
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1 -1　英語では

ҎԼͷຊޠͱӳޠͷҧ͍Λৄͯ͘͠ݟΈ·͠ΐ͏ɻ

ӳޠͰলུͤͣɼ࠷ॳ
ʹओޠʢIʣ͕ ͘Δɻ

ӳޠͰओޠͷ͙͋͢ͱ
ʹಈࢺʢtalkedʣ͕ ͘Δɻ

্ͷΑ͏ʹɼຊޠͰݴΘͳͯ͘Θ͔Δ߹ɼओޠΛলུ͢Δ͜ͱ͕ଟ͍
Ͱ͕͢ɼӳޠͰී௨ ओޠΛஔ͖ɼͦͷ͋ͱʹ͙͢ಈࢺΛଓ͚·͢ɻ
まずʪ主語ʴ動詞ʫʢʮͩΕ /Կ͕ʯʴʮͲ͏͢Δʯʣを言うͷ͕ӳޠͷجຊͰ͢ɻ

1 -2　主語ʢSʣɹ 動詞ʢVʣɹ αʢ修飾語ʢ句ʣʣ

্ͷจͰɼ͞Βʹҧ͍Λ͚ͯͭݟΈ·͠ΐ͏ɻ

ຊޠͰʮࡢʯ͕จͷ࠷ॳʹɼʮλέϧͱʯ͕ʮͨ͠ʯͷલʹ͖
͍ͯΔ͕ɼӳޠͰwith Takeruɼyesterday͕ɼʪओޠʴಈࢺʫͷ͋
ͱʹ͖͍ͯΔɻ

ӳޠͰݪଇͱͯ͠ɼ· ʪͣओޠʴಈࢺʫΛද͠ɼͦΕΛम০͢Δ෦ʢwith 
Takeruɼyesterdayʣ͋ͱʹ͍ݴ·͢ɻʮͲͷΑ͏ʹʯʮͲ͜Ͱʯʮ͍ͭʯͳ
ͲΛද۟͢ޠจͷ͏ݴʹޙ࠷ͷ͕ී௨Ͱ͢ɻ
म০ޠʢ۟ʣʹ ɼ࣍ͷΑ͏ͳͷ͕͋Γ·͢ɻ

We chat on smartphones every day.ɹɹࢲたちはຖスϚϗで
おしΌべりしています。

Kana and I went to Kamakura last Sunday. Χφとࢲはઌिの༵
にחにߦきました。

主語 動詞 修飾語句 修飾語句

主語 動詞 修飾語句 修飾語句

1ҧい

2ҧい

3ҧい

3

ʮͻͱ·ͱ·ΓʹൃԻ͞ΕΔԻͷ͔ͨ·ΓʯΛ音節ʢsyllableʣͱ͍ݴ·͢ɻ
௨ৗɼԻઅͷɼຊޠͰͻΒ͕ͳΧλΧφͷจࣈͱҰக͠ɼӳޠͰ
その語に含まれる母音の数と一致͠·͢ɻӳޠͷࣙ書ΛҾ͘ͱɼEng・lishɼ
beau・ti・fulͷΑ͏ʹɼ୯͝ޠͱʹԻઅͷ۠Γ͕ࣔ͞Ε͍ͯ·͢ɻ

音節とアクセントを意識して発音してみようɻCheck

アクセントʢaccentʣͷಛຊޠͱӳޠͰҧ͍·͢ɻຊޠԻͷ͞ߴ
ͷมԽͰɼӳޠԻͷストレスʢ強さや長さʣΛஔ͘ҐஔͰද͞Ε·͢ɻ

ӳޠɿڧऑΞΫηϯτʢstress accentʣ

ストレス stress ac・cent
/ su-to-re-su / / str6s / / Tksent /Tksent /Tksent

˓˓˓˓    ˓ ˓ ˓ ʦ˓ʹ 1音節ʧ

1 ӳޠͷൃԻΛֶ΅͏

Speaking / Listeningฤ

1ҧい

2ҧい ຊޠɿߴΞΫηϯτʢpitch accentʣ

音節とアクセント1

キャリア：ʮキャʯを高く読む ʲ東京 あrめ：雨 あめ：飴

ʦ高  低 低ʧ ʲ関西 あrめ：雨 あめ：飴

ca-reerɿ-reerΛ͘ڧ͘ಡΉ ob-ject ob-ject
  

ʦ ʹ強， ʹ弱ʧ 名 物，目的語 動 反対する

im-age ad-vice man-ag-er com-mu-ni-cate
çç     　 

16

強く発音する語
みよう

Check

ӳޠͰɼจͷதͰޠʹΑͬͯڧऑΛ͚ͭͯൃԻ͠·͢ɻ

Ұൠʹɼ内容語ʢ੨ࣈʣ͘ڧ͘ɼ機能語ʢࣈࠇʣऑ͘͘ൃԻ͞Ε·͢ɻ

·ͨɼຊޠͱಉ༷ɼӳޠʹ͓͍ͯɼイントネーションʢͷߴ্Լʣʹ
Αͬͯɼ話し手の感情や態度Λද͢͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ

文のアクセント・イントネーション2

I left my umbrella on the train.ɹɹࢲは電ंにࡿをஔきれました。

Have you �nished your homework? ― Yes. 㽊

Mom! ― Yes? 㽉ɹɹɹɹ ˎ相手に尋ねている

I saw Max at the shopping mall yesterday. ― Yes? 㽉

My cat understands my words. 㽉

You don 㽉

You don 㽊

ˎ普通の答え

॓は終Θったの？
―うん。

お母さんʂ―なあに？

ˎ話の続きを促している

ˎ相手の発言内容に疑いを表している

ʪˎ付加疑問ʫ上昇調：相手に尋ねている

ʪˎ付加疑問ʫ下降調：確信して言っている

内容語：それ自体が意味をもつ語
　　　　ʜ໊ࢺɾಈࢺɾܗ༰ࢺɾ෭ࢺɾٙࢺなͲ
機能語：補助的な働きをする語
　　　　ʜॿಈࢺɾbeಈࢺɾલஔࢺɾࢺףɾଓࢺɾਓশ໊ࢺなͲ

I

Speaking / Listening
ฤ
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riting
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Reading / Writingฤ

ɹ͜͜ͰɼӳޠͷจষΛಡΜͩΓɼࣗͰ書͍ͨΓ͢Δࡍʹେͳɼຊޠ
ͷൃͱҟͳΔӳޠͷจষͷಛͳͲʹ͍ͭͯɼֶͼ·͠ΐ͏ɻ

ϑϨʔζʢεϥογϡʣɾϦʔσΟϯά1
ɹӳޠͷจষΛಡΉͱ͖ʹɼӳޠͷޠॱͲ͓ΓʹҙຯΛཧղ͢Δͱɼશମͷ
༰Λ͘͢ཧղ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·͢ɻ͜ͷΑ͏ͳಡΈํɼϦεχϯάε
ϐʔΩϯάͷͱ͖ʹޮՌΛൃ͠ش·͢ɻӳޠͰਓͷΛฉ͍ͨΓɼࣗͰ
ͨ͠Γ͢Δ߹ʹɼ͋ͱ͔Βͬͯ考͑Δͷɼ΄΅ෆՄ͔ͩΒͰ͢ɻ
ɹӳޠͷޠॱͲ͓ΓʹҙຯΛཧղ͢Δͱ͖ͷίπɼ意味のかたまりʢフレー
ズʣごとにスラッシュʢ/ʣͰ۠ͬͯಡΉ͜ͱͰ͢ɻ͜ͷಡΈํɼフレーズʢス
ラッシュʣ・リーディングͱݺΕ·͢ɻ

●スラッシュの入れ方のルール

❶ 長めの主語のあとや長めの目的語・補語の前
ɹçThe next express train / leaves at ten thirty. //

ɹçYou should follow / the dress code of the restaurant. //

❷ コンマʢ , ʣやコロンʢ ; ʣのあと
ɹçOnce upon a time, / there lived a princess. //

❸ 前置詞ʢinɼatɼonɼfromɼetc.ʣの前
ɹçTurn right / at the next traffic light. //  //  //

❹ 接続詞ʢandɼbutɼwhenɼbecauseɼthatɼetc.ʣの前
ɹçI don`t like swimming / because I`m afraid of water. //

❺ 不定詞・分詞の前
ɹçKaren called me / to ask for my advice. to ask for my advice. to ask // 

ɹçThe girl / sitting on the bench / is my cousin.  / is my cousin.  / //

❻ 関係詞ʢwhoɼwhichɼthatɼwhenɼetc.ʣの前
ɹçMeg needed someone / who understood her. //

❼ 比較級とともに使う thanの前
ɹçEmily arrived earlier / than we did. //

50
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ɹͰɼ࣮ࡍͷจষͰɼҙຯͷ͔ͨ·Γ͝ͱʹ۠ͬͯಡΜͰΈ·͠ΐ͏ɻ

ɹɹ⁞ Food waste is a big problem. // ç  It is a huge waste / and it 
is harmful / to the environment. // ç I have two suggestions / to / to /
reduce food loss. // ç First, / supermarkets and food stores / supermarkets and food stores / / throw / throw /
away / a lot of / a lot of / *expired food. // ç They should sell more food / 
which is near the *expiration dates / at discount prices / so that / so that /
they can reduce food loss. // çAlso, / people waste a lot of 
food / at home too. / at home too. / // ç They tend to buy more food / than they 
can consume. // çAs a result, / a lot of food becomes / a lot of food becomes / *garbage. //
 They should do more planning / before they buy / before they buy / *groceries. //
⤒ I think / that these are the two best ways / to help reduce food 
loss. //
NOTES  expiredʮݶظれのʯɹɹexpiration dateʮຯݶظʯɹ

garbageʮごΈʯɹɹgroceriesʮ食ྉʯ

ɹ͜ͷจষͰɼεϥογϡΛೖΕΔ͓ͳҐஔɼ࣍ͷΑ͏ʹͳ͍ͬͯ·͢ɻ
ɹ ç接続詞ʢandʣの前ɻ前置詞ʢtoʣの前ɻɹɹ
ɹç不定詞ʢto reduceʣの前ɻ
ɹçコンマʢFirst,ʣのあとɻ長めの主語ʢsupermarkets and food storesʣの

あとɻ長めの目的語ʢa lot of expired foodʣの前ɻ
ɹç関係代名詞ʢwhichʣの前ɻ前置詞ʢatʣの前ɻ接続詞ʢso thatʣの前ɻ
ɹçコンマʢAlso,ʣのあとɻ前置詞ʢatʣの前ɻ
ɹçthanの前ɻɹɹɹɹɹɹç   çコンマʢAs a result,ʣのあとɻɹɹ
ɹç接続詞ʢbeforeʣの前ɻɹɹ⤒ç接続詞ʢthatʣの前ɻ不定詞ʢto helpʣの前ɻ

্ͷจষΛɼϑϨʔζ͝ͱʹ༁͢ͱɼ࣍ͷΑ͏ʹͳΓ·͢ɻ

ɹɹɹ⁞食ഇغはେきなです //  それはものすごいແବです / そして，༏しくな
い // にڥ/ はఏҊがࢲ 2ͭあります /食ϩスをݮらす（たΊの）// まͣ /スー
ύーϚーέοト食ྉళは /ࣺてています / たくさんのຯݶظれの食を //
൴ら（ʹスーύーϚーέοト食ྉళのਓ）はもっとଟくの食をചるべきで
す / ຯݶظがۙͮいている（食）/ ׂ ҾՁ֨で / 食ϩスをݮらせるように // ま
た /ਓはଟくの食べをແବにしています /Ոఉでも // ਓは（より）ଟくの食べを
ങうにあります /ফඅできるよりもʦҎ্にʧ// その݁Ռ / ଟくの食べがごΈ
になります // ਓはもっとܭըతになるべきです /食ྉをങうલに いࢥはࢲ10 //
ます /これらは最もよい 2ͭの方๏です /食ྉϩスをݮらすのにཱ （ͭ方๏）//
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3 悩み相談室の助動詞

　これまで学んできたように，助動詞は動詞に話し手の判断や気持ちを添える。
相手に自分の気持ちや考えを正しく伝えたり，依頼や助言をするときには，助動
詞を正確に使い分けることがとても大切だ。

以下は，あるウェブサイトの悩み相談のQ＆Aである。
助動詞をどのように使い分けているだろうか。

注目ポイント
�NZ�QBSFOUT�TBZ�̞ �must�RVJU�UIF�UFBN

˰�mustʮʙしなければならないʯがΘれていることで，（બの༨が
ないくらい）強くʮΊなさいʯとݴΘれていることがΘかる。
shouldならば，ʮΊた΄うがいいん͡Όないの？ʯくらいのڧさ。

�8IBU�should�̞ �EP ��ʮࢲはͲうすればいいですかʯ
˰�Έの૬ஊࣔࢦをڼぐときにう。

�Could�ZPV�HJWF�NF�ʙ� 
˰�ॿಈࢺのաܗڈをって，ていͶいにॿݴのґཔをしている。

人とのコミュニケーションを円滑にするためにも，助動詞を適切に使いこなそう。

༁   �ェϒϚϚさんへ
はバスέοトϘール෦にॴଐしていて，バスέοトࢲ 。なを๊えていますࠁはਂࢲ⁞
Ϙールをするのはָしんでいるのですが，ษڧにू中できません。はԼがりͭͭあり，
྆は෦׆をΊなさいとݴいます。Ͳうすればいいのでしΐうか。なにかよいΞυバ
Πスをいただけるでしΐうか。 ,�.�より

ˎGPDVT�PO�ʙʮʙにू中するʯɹHSBEFʮʯ

%FBS�.T��8FC.PN
⁞� �̞IBWF�B�TFSJPVT�QSPCMFN�� � `̞N�PO�UIF�CBTLFUCBMM�UFBN�
BOE� �̞FOKPZ�QMBZJOH�CBTLFUCBMM�CVU� �̞cannot ˎGPDVT�PO�NZ�
TUVEJFT��.Z�ˎHSBEFT�BSF�GBMMJOH�BOE�NZ�QBSFOUT�TBZ� �̞must 
RVJU�UIF�UFBN���8IBU�should� �̞EP ��Could�ZPV�HJWF�NF�
TPNF�HPPE�BEWJDF ,�.�
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mustʢ過去形なし；had to p.108ʣ

強い義務・必要を表すɿʮʙしなければならないʯ

61 乗客は全員 , シートベルトを着用しなければなりません。
62 そのフェンスに触ってはいけません。危険です。

All passengers must wear seat belts. ʪ͍ٛڧʫ 61

You must not touch the fence. It's dangerous. ʪࢭې͍ڧʫ 62

a

  「~しなければならない」という強い義務や必要を表す。（➡61）
 We must leave right now if we want to catch the last bus. 

（もし最終バスに乗りたいなら，今すぐ出ないといけません。）

  否定形はmust not/mustnʼt/ m%snt /「～してはいけない」ʢ強い禁止ʣ。（➡62）
 You mustn’t eat or drink in the computer room. 

（コンピュータ室で，飲食をしてはいけません。）

強い義務 必要を表す must: ʮ~͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ʯ1

命令文にwill you?をつけて，口調をやわらげることができる。
Post this letter on the way, will you? ― Sure, I will.

（途中でこの手紙を投函してくれる？― もちろん，いいよ。）

Donʼt be noisy, will you? I’m talking on the phone.
（うるさくしないでくれるかな。電話で話しているところなんだから。）

ただし，下降調（⤵）で言うと強い命令口調になりえるので，注意しよう。
なお，付加疑問のwonʼt you? は，勧誘の意味を表すことが多いため，否定の命
令文にはつけないのが普通。

Come to my house for dinner, wonʼt you? ― Thanks.
（うちに夕食を食べに来ませんか。― ありがとう。）

命令文につける付加疑問 will you? / won’t you?注意

〈Never＋ಈࢺͷܗݪ〉：「決して～してはいけない」
「これから先も決して～するな」というニュアンスで，don’t よりも͍ڧ൱ఆを表す。

Never speak to your mother like that.
（お母さんに決してそんな口の利き方をしてはいけません。）

3 ʮ私は～を盗まれたʯの表し方

ʮࢲӺͰࣗసंΛ౪·ΕͨʯΛӳޠͰදͯ͠ݱΈΑ͏ɻ
 My bicycle was stolen at the station. ＊steal-stole-stolen「～を盗む」

I was stolen my bicycle at the station.

▶  steal は「～を盗む」という他動詞で，Someone stole my bicycle. のように使い，
〈steal＋O（人）＋O（物）〉の形はとらない。よって，「～を盗まれた」という受動態
にするには，my bicycle を主語にして，My bicycle was stolen ... のように表
す。「私は～を盗まれた」という日本語から， I was stolen ...「私が盗まれた」とし
ないよう注意しよう。

▶  使役動詞のhave を使ってʪhaveʴOʴ過去分詞ʫʮO をʙされるʯの形で表すこ
ともできる。 I had my bicycle stolen at the station. （ p.108）

命令文は，相手に対して指示などをする強い表現ですが，必ずしも「命令」の意
図があるわけではありません。それが使われている状況や話し手と聞き手 の関係な
どによって，その意味合いは変わってきます。
たとえば，以下のように勧誘や助言・注意などを表す場合，初対面の人や目上の

人に命令文を用いても，失礼にはなりません。

  相手への誘いとわかるとき （家や店に客を出迎える場合など）
Come on in. /  Take a seat. （お入りください。/ おかけください。）

  相手のためになる（と思われる）行動を勧めるとき （電車のアナウンスなど）
Change trains at the next station for Kobe.

（神戸へは ,次の駅でお乗り換えください。）

  相手に注意を促すとき
Watch your step. （足元にご注意ください。）

日本人はよく，ていねいさを出すためにpleaseをつけますが，上のような場合，
その必要はありません。また，pleaseをつけても，ていねいさのニュアンスがそれ
ほど強まるわけではない，ということも覚えておきましょう。

1

2

3

「命令文＝命令」とは限らない！5ネイティブの感覚 ?
!

mustʢ強い義務・必要ʣ
ʢ～͠ͳ͚ΕͳΒͳ͍ʣ

don`t have to, need notʢ不必要ʣ
ɹʢ～͢Δඞཁͳ͍ʣ

must notʦmustn`tʧʢ禁止ʣ
ɹʢ～͍͚ͯ͠ͳ͍ʣ

P O I N T

Tips for Writing!

1 -2

参考
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動
詞

ネイティブ

T. f. W.

First Stage

ίϥϜɿ3&"- &/(-*4)
ˠ�൘ࠂɼΣϒαΠτͳͲɼৗͰ࣮
ͷྫΛɼͦͷষͰѻޠΘΕ͍ͯΔӳʹࡍ
ΘΕΔจ๏߲ࣄͱ͔ΒΊͯհ͍ͯ͠·͢ɻ

4FDPOE 4UBHFɿ
ɹ�ൃలతͰ͕͢ɼ͓ͬͯ
͖͍߲ͨΛѻ͍ͬͯ·͢ɻ

तۀৗֶशͰɼܰؾʹ
։͍͍͚ͯͨͩΔϋϯυ
ϒοΫͰ͢ɻ
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